
 
 

平成３０年３月１６日 
 

文化庁長官表彰（国際芸術部門）被表彰者の決定 
 

 
 
１．表彰の概要 

芸術各分野において国際的に活躍し，特に顕著な成果をあげた個人に対し，文化庁長

官が表彰する。 
 
２．被表彰者 
  辻 一弘（特殊メイクアップ・造形作家） 
   
３．表彰式 
  （日時）平成３０年３月２３日（金）１５時１５分～ 
  （場所）文化庁長官室（東京都千代田区霞が関３－２－２旧文部省庁舎５階） 

（贈呈）表彰状，賞牌 
 
４．その他 
  ・表彰式の取材を希望される場合は，３月２２日（木）正午までに芸術文化課総務係

（内線２８２５）まで御連絡ください（社名・記者名（人数）・電話番号・スチー

ル/ムービーの別）。 
  ・表彰式終了後に懇談を予定していますが，冒頭のみ取材いただけます。 

・懇談終了後，エレベーターホールにおいてぶら下がり取材の時間を設ける予定です。 
  

文化庁では，この度，文化庁長官表彰（国際芸術部門）の被表彰者を決定しましたの

でお知らせします。 

＜担当＞ 文化庁文化部芸術文化課 

  課  長 江﨑 典宏（内線２８２２） 

課長補佐 中村 夢隆（内線２８２３） 

  総務係長 井手 真二（内線２８２５） 

   電話：０３－５２５３－４１１１（代表） 
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＜辻 一弘氏＞ 
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Ⓒ辻一弘 



文化庁長官表彰規程

昭和６１年６月１２日

文 化 庁 長 官 裁 定

（趣旨）

第１条 この規程は，文化活動に優れた成果を示し，文化の振興に貢献した者（外国人

及び団体を含む。以下同じ ）について表彰し，又は感謝状を授与し，これを顕彰す。

るに必要な事項を定めるものとする。

（表彰の対象）

第２条 文化庁長官は，次の各号の１に該当する者を表彰することができる。

（１）文化の各分野において優れた成果を示した者，又は各分野の新生面の開拓に優れ

た成果を示した者

（２）芸術文化の振興，文化財の保存及び活用，文化団体の育成及び発展等に関し献身

的な努力を払い，顕著な業績をあげた者

（３）前各号に準ずるもので，文化庁長官が特に必要と認めた者

２ 前項に定めるもののほか，文化庁長官は，文化団体等が主催する展覧会等において

優れた成果を示した者に対して，文化団体等の申請に基づき，これを表彰することが

できる。

（表彰の方法）

第３条 表彰は，表彰状を授与してこれを行う。表彰にあたっては，副賞を添えること

ができる。

（感謝状の授与）

第４条 文化庁長官は，次の各号の１に該当する者に対して感謝状を授与することがで

きる。

（１）芸術文化の振興，文化財の保存及び活用，文化団体の育成及び発展等に関し，積

極的な活動を行った者

（２）文化の国際交流に貢献した者

（３）寄附等の方法により文化活動を援助した者

（４）文化庁が実施する事業に関し，これに積極的に参加し，又は協力した者

（５）前各号に準ずるもので，文化庁長官が特に必要と認めた者

（実施細則）

第５条 この規程の実施に関する必要な事項は，別に定める。

附 則

１ この規程は，昭和６１年６月１２日から施行する。

２ この規程の施行の際，現に文化庁が所管する顕彰の取扱いについては，この規程に

よるものとみなす。



文化庁長官表彰（国際芸術部門）実施細則

平成１９年１０月３日

文化部芸術文化課長決定

平成２６年７月１日一部改正

（趣 旨）

第１条 芸術各分野において国際的に活躍し、特に顕著な成果をあげた者を表

彰することにより、我が国文化の向上、発展、国際文化交流の促進に資する。

（対 象）

第２条 文化庁長官は、次の各号に掲げる者を表彰する。

（１）芸術各分野において国際的に評価の高い賞を受賞し、又は国際的なコン

クール等において輝かしい成績を収めた者

（２）前号に準ずる者で、文化庁長官が特に必要と認めたもの

（表 彰）

第３条 表彰は、表彰状を授与してこれを行う。表彰に当たっては、副賞を添

えることができる。

２ 表彰は随時行うものとする。

（意見聴取）

第４条 第２条に掲げる者の表彰に当たっては、必要に応じ、学識経験者等の

意見を聞くものとする。

（その他）

第５条 この実施細則に関する必要な事項は、別に定める。


